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千
九
百
九
十
五
年
の
漁
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約 

 

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、 

千
九
百
七
十
八
年
の
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
（
以
下
「
千
九
百
七
十
八
年
の

Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
」
と
い
う
。
）
に
留
意
し
、 

合
意
に
よ
り
漁
船
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
乗
組
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
に
関
す
る
国
際
基
準
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
海
上
に
お
け
る
人
命
及
び
財
産
の
安
全
を
更
に
増
進
す
る
こ
と
並
び
に
海
洋
環
境
の
保
護
を
更
に
促
進
す
る
こ
と
を

希
望
し
、 

漁
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
（
以
下
「
こ
の
条
約
」
と
い
う
。
）
の
締
結
に
よ

り
こ
の
目
的
を
最
も
よ
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、 

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。 

第
一
条
　
一
般
的
義
務 

１
　
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
及
び
こ
の
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
を
実
施
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
「
こ
の
条
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約
」
と
い
う
と
き
は
、
附
属
書
を
含
め
て
い
う
も
の
と
す
る
。 

２
　
締
約
国
は
、
海
上
に
お
け
る
人
命
及
び
財
産
の
安
全
並
び
に
海
洋
環
境
の
保
護
の
見
地
か
ら
、
海
上
航
行
漁
船
の
乗
組
員

が
任
務
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
能
力
及
び
適
性
を
備
え
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
条
約
の
十
分
か
つ
完
全
な
実
施

に
必
要
な
法
令
の
制
定
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
す
る
。 

第
二
条
　
定
義 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
別
段
の
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
、 

　
「
締
約
国
」
と
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
て
い
る
国
を
い
う
。 

1.1
　
「
主
管
庁
」
と
は
、
漁
船
の
旗
国
で
あ
る
締
約
国
の
政
府
を
い
う
。 

1.2
　
「
証
明
書
」
と
は
、
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
る
有
効
な

1.3
文
書
で
あ
っ
て
、
受
有
者
に
対
し
当
該
文
書
に
記
載
す
る
業
務
又
は
国
内
法
令
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
を
認
め
る

も
の
を
い
う
。 

　
「
証
明
書
を
与
え
ら
れ
た
」
と
は
、
正
当
に
証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。 

1.4
　
「
機
関
」
と
は
、
国
際
海
事
機
関
を
い
う
。 

1.5

　 3

　
「
事
務
局
長
」
と
は
、
機
関
の
事
務
局
長
を
い
う
。 

1.6
　
「
漁
船
」
と
は
、
魚
類
そ
の
他
の
海
洋
生
物
資
源
を
採
捕
す
る
た
め
に
商
業
的
に
使
用
す
る
船
舶
を
い
う
。 

1.7
　
「
海
上
航
行
漁
船
」
と
は
、
漁
船
の
う
ち
、
内
陸
水
域
又
は
外
洋
の
影
響
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
水
域
若
し
く
は
港
湾

1.8
規
則
の
適
用
水
域
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
水
域
に
近
接
す
る
水
域
の
み
を
航
行
す
る
漁
船
以
外
の
も
の
を
い
う
。 

第
三
条
　
適
用 

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
海
上
航
行
漁
船
に
お
い
て
業
務
を
行
う
乗
組
員
に
適
用
す
る
。 

第
四
条
　
情
報
の
送
付 

各
締
約
国
は
、
次
の
情
報
を
事
務
局
長
に
送
付
す
る
。 

　
こ
の
条
約
を
十
分
か
つ
完
全
に
実
施
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
に
関
す
る
報
告
（
こ
の
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

1.1
発
給
さ
れ
る
証
明
書
の
見
本
を
含
む
。
） 

　
附
属
書
第
一－

五
規
則
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
情
報 

1.2

第
五
条
　
他
の
条
約
及
び
解
釈 

１
　
漁
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
従
前
の
条
約
及
び
取
極
で
あ
っ
て
締
約
国
の
間
に
お
い
て
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効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
引
き
続
き
十
分
か
つ
完
全
な
効
力
を
有
す
る
。 

　
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
漁
船
員 

1.1
　
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
漁
船
員
に
係
る
事
項
で
あ
っ
て
こ
の
条
約
に
明
文
の
規
定
が
な
い
も
の 

1.2
２
　
１
に
規
定
す
る
条
約
又
は
取
極
が
こ
の
条
約
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
締
約
国
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
又
は
取
極
に
基
づ
く

約
束
と
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
と
が
抵
触
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
約
束
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。 

３
　
こ
の
条
約
に
明
文
の
規
定
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
の
法
令
に
従
う
も
の
と
す
る
。 

第
六
条
　
資
格
証
明 

漁
船
員
は
、
こ
の
条
約
の
附
属
書
の
規
定
に
従
っ
て
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
。 

第
七
条
　
国
内
法
令 

１
　
各
締
約
国
は
、
自
国
が
発
給
し
た
証
明
書
又
は
裏
書
の
受
有
者
に
よ
る
当
該
証
明
書
に
係
る
任
務
の
遂
行
に
関
し
、
当
該

受
有
者
の
能
力
の
欠
如
、
作
為
又
は
不
作
為
で
あ
っ
て
、
海
上
に
お
け
る
人
命
若
し
く
は
財
産
の
安
全
又
は
海
洋
環
境
を
直

接
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
報
告
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
能
力
の
欠
如
、
作
為
又
は
不
作
為
に
関
す
る
公
平
な
調

査
を
行
う
た
め
の
手
順
及
び
手
続
を
設
け
、
並
び
に
そ
れ
ら
能
力
の
欠
如
、
作
為
又
は
不
作
為
を
理
由
と
し
、
及
び
不
正
の

　 5

防
止
を
目
的
と
し
て
、
当
該
証
明
書
を
撤
回
し
、
停
止
し
、
及
び
取
り
消
す
た
め
の
手
順
及
び
手
続
を
設
け
る
。 

２
　
各
締
約
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
又
は
自
国
が
正
当
に
証
明
書
を
与
え
た
漁
船
員
に
関
し
、
こ
の
条
約
を
実
施
す

る
た
め
の
国
内
法
令
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
罰
又
は
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
定
め
る
。 

３
　
２
に
規
定
す
る
罰
又
は
懲
戒
処
分
は
、
特
に
次
の
場
合
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
、
及
び
執
行
さ
れ
る
。 

　
所
有
者
、
所
有
者
の
代
理
人
又
は
船
長
が
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
い
者
を
従
業

3.1
さ
せ
た
場
合 

　
船
長
が
、
い
ず
れ
か
の
職
務
区
分
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
業
務
細
目
又
は
業
務
で
あ
っ
て
、
適
当
な
証
明
書
を
受
有
し

3.2
て
い
る
者
が
遂
行
す
る
こ
と
が
附
属
書
の
規
則
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
も
の
に
つ
き
、
適
当
な
証
明
書
又
は
臨
時
業
務
許

可
書
を
受
有
し
て
い
な
い
者
が
遂
行
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
場
合 

　
あ
る
者
が
、
い
ず
れ
か
の
職
務
区
分
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
業
務
細
目
又
は
業
務
で
あ
っ
て
、
証
明
書
又
は
臨
時
業
務

3.3
許
可
書
を
受
有
し
て
い
る
者
が
遂
行
し
、
又
は
満
た
す
こ
と
が
附
属
書
の
規
則
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
も
の
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
詐
欺
に
よ
っ
て
又
は
偽
造
さ
れ
た
文
書
に
よ
っ
て
雇
用
を
得
た
場
合 

４
　
締
約
国
は
、
３
に
定
め
る
こ
の
条
約
の
明
ら
か
な
不
遵
守
に
つ
い
て
責
任
を
有
し
て
い
る
、
又
は
知
っ
て
い
る
と
明
確
な
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又
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務
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業
務
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目
又
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業
務
で
あ
っ
て
、
証
明
書
又
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可
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又
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３
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又
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な
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根
拠
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
所
有
者
、
所
有
者
の
代
理
人
又
は
そ
の
他
の
者
が
自
国
の
管
轄
内
に
所
在
す
る
場
合
に
お
い
て
、

い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
自
国
の
管
轄
下
に
お
い
て
当
該
所
有
者
、
所
有
者
の
代
理
人
又
は
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
手
続
を
開

始
す
る
意
思
を
当
該
締
約
国
に
通
知
し
た
と
き
は
、
当
該
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
対
し
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
協
力
を
行
う
。 

第
八
条
　
監
督 

１
　
漁
船
は
、
他
の
締
約
国
の
港
に
あ
る
間
、
当
該
他
の
締
約
国
か
ら
正
当
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
監
督
官
の
行
う
監
督
に
服

す
る
。
監
督
官
は
、
船
上
で
業
務
を
行
う
者
の
う
ち
こ
の
条
約
に
よ
り
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
全

て
の
も
の
が
、
当
該
証
明
書
を
与
え
ら
れ
、
又
は
適
当
な
臨
時
業
務
許
可
書
を
受
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

２
　
監
督
を
行
う
締
約
国
は
、
附
属
書
第
一－

四
規
則
３
に
定
め
る
要
件
の
不
備
が
是
正
さ
れ
て
い
な
い
場
合
（
当
該
要
件
の

不
備
の
た
め
に
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
対
す
る
危
険
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
危
険
が
除
去
さ
れ
る
程
度
に

当
該
要
件
の
不
備
が
是
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
漁
船
を
航
行
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
を
と
る
。
当
該
措
置
に
係
る
事
実
は
、

速
や
か
に
事
務
局
長
及
び
主
管
庁
に
報
告
す
る
。 

３
　
監
督
を
行
う
に
際
し
て
は
、
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
。 

　
漁
船
を
不
当
に
抑
留
し
、
又
は
漁
船
の
出
航
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
努
力
を

3.1

　 7

払
う
。
漁
船
は
、
不
当
に
抑
留
さ
れ
、
又
は
出
航
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
被
っ
た
損
失
及
び
損
害
の
賠

償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

　
外
国
漁
船
の
乗
組
員
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
裁
量
は
、
寄
港
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
の
乗
組
員
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
よ

3.2
り
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

４
　
締
約
国
で
な
い
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
が
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
よ
り
い
か
な
る
有
利
な
取
扱
い
も
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
必
要
な
場
合
に
は
こ
の
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
九
条
　
技
術
協
力
の
促
進 

１
　
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
を
推
進
す
る
た
め
、
開
発
途
上
国
の
特
別
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
上
、
機
関
と
協
議
し
、

及
び
機
関
の
協
力
を
得
て
、
可
能
な
場
合
に
は
国
、
小
地
域
又
は
地
域
を
単
位
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
技
術
援
助
を

要
請
す
る
他
の
国
に
対
す
る
支
援
を
促
進
す
る
。 

　
事
務
職
員
及
び
技
術
職
員
の
訓
練 

1.1
　
漁
船
員
訓
練
機
関
の
設
立 

1.2
　
漁
船
員
訓
練
機
関
に
対
す
る
設
備
及
び
施
設
の
供
与 

1.3
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　 7

払
う
。
漁
船
は
、
不
当
に
抑
留
さ
れ
、
又
は
出
航
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
被
っ
た
損
失
及
び
損
害
の
賠

償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

　
外
国
漁
船
の
乗
組
員
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
裁
量
は
、
寄
港
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
の
乗
組
員
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
よ

3.2
り
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

４
　
締
約
国
で
な
い
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
が
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
よ
り
い
か
な
る
有
利
な
取
扱
い
も
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
必
要
な
場
合
に
は
こ
の
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
九
条
　
技
術
協
力
の
促
進 

１
　
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
を
推
進
す
る
た
め
、
開
発
途
上
国
の
特
別
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
上
、
機
関
と
協
議
し
、

及
び
機
関
の
協
力
を
得
て
、
可
能
な
場
合
に
は
国
、
小
地
域
又
は
地
域
を
単
位
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
技
術
援
助
を

要
請
す
る
他
の
国
に
対
す
る
支
援
を
促
進
す
る
。 

　
事
務
職
員
及
び
技
術
職
員
の
訓
練 

1.1
　
漁
船
員
訓
練
機
関
の
設
立 

1.2
　
漁
船
員
訓
練
機
関
に
対
す
る
設
備
及
び
施
設
の
供
与 

1.3
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適
切
な
訓
練
計
画
（
海
上
航
行
漁
船
に
お
け
る
実
習
訓
練
を
含
む
。
）
の
開
発 
1.4

　
そ
の
他
漁
船
員
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
法
及
び
措
置
の
採
用
の
促
進 

1.5
２
　
機
関
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
他
の
国
際
機
関
、
特
に
、
国
際
労
働
機
関
及
び
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
と
協
議
し
、
又

は
協
力
し
て
、

か
ら

ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
技
術
援
助
を
促
進
す
る
。 
1.1

1.5

第
十
条
　
改
正 

１
　
こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
手
続
に
従
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
　
機
関
に
お
け
る
審
議
の
後
の
改
正 

　
締
約
国
の
提
案
す
る
改
正
案
は
、
事
務
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
事
務
局
長
は
、
審
議
の
六
箇
月
前
ま
で
に
、
当

2.1
該
改
正
案
を
機
関
の
全
て
の
加
盟
国
、
全
て
の
締
約
国
、
国
際
労
働
事
務
局
長
及
び
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
事
務
局
長

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
回
章
に
付
す
る
。 

　

の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
か
つ
、
回
章
に
付
さ
れ
た
改
正
案
は
、
審
議
の
た
め
機
関
の
海
上
安
全
委
員
会
に
付
託

2.2

2.1
す
る
。 

　
締
約
国
は
、
機
関
の
加
盟
国
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
改
正
案
の
審
議
及
び
採
択
の
た
め
海
上
安
全
委
員
会
の
審

2.3

　 9

議
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。 

　
改
正
案
は
、

の
規
定
に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
海
上
安
全
委
員
会
（
以
下
「
拡
大
海
上
安
全
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
出

2.4

2.3

席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
す
る
。
た
だ
し
、
投
票
の
際
に
締
約
国

の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

　

の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
事
務
局
長
が
全
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。 

2.5

2.4
　
こ
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
条
の
改
正
は
、
締
約
国
の
三
分
の
二
が
受
諾
し
た
日
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

2.6
　
附
属
書
又
は
附
属
書
の
付
録
の
改
正
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
日
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

2.7

　
改
正
が
採
択
さ
れ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
日 

2.7.1
　
採
択
の
際
に
拡
大
海
上
安
全
委
員
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決

2.7.2
で

に
定
め
る
期
間
以
外
の
期
間
（
一
年
以
上
と
す
る
。
）
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
期
間
を
経
過
し
た
日 

2.7.1

た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
三
分
の
一
を
超
え
る
締
約
国
に
よ
り
事
務
局
長
に
対
し
改
正
に
反
対
す
る
旨
の
通
告
が

行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
改
正
は
、
受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

　
こ
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
条
の
改
正
は
、
受
諾
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
当
該
改
正
が
受
諾
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る

2.8
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　 9

議
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。 

　
改
正
案
は
、

の
規
定
に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
海
上
安
全
委
員
会
（
以
下
「
拡
大
海
上
安
全
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
出

2.4

2.3

席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
す
る
。
た
だ
し
、
投
票
の
際
に
締
約
国

の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

　

の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
事
務
局
長
が
全
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。 

2.5

2.4
　
こ
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
条
の
改
正
は
、
締
約
国
の
三
分
の
二
が
受
諾
し
た
日
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

2.6
　
附
属
書
又
は
附
属
書
の
付
録
の
改
正
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
日
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

2.7

　
改
正
が
採
択
さ
れ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
日 

2.7.1
　
採
択
の
際
に
拡
大
海
上
安
全
委
員
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決

2.7.2
で

に
定
め
る
期
間
以
外
の
期
間
（
一
年
以
上
と
す
る
。
）
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
期
間
を
経
過
し
た
日 

2.7.1

た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
三
分
の
一
を
超
え
る
締
約
国
に
よ
り
事
務
局
長
に
対
し
改
正
に
反
対
す
る
旨
の
通
告
が

行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
改
正
は
、
受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

　
こ
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
条
の
改
正
は
、
受
諾
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
当
該
改
正
が
受
諾
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る

2.8
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日
の
後
六
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
の
日
の
後
に
受
諾
す
る
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
当
該
締
約
国
の

受
諾
の
日
の
後
六
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

　
附
属
書
及
び
附
属
書
の
付
録
の
改
正
は
、

の
規
定
に
よ
り
当
該
改
正
に
反
対
し
、
か
つ
、
そ
の
反
対
を
撤
回
し
な

2.9

2.7

か
っ
た
締
約
国
を
除
く
全
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
、
当
該
改
正
が
受
諾
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
日
の
後
六
箇
月
で
効
力
を

生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
改
正
が
効
力
を
生
ず
べ
き
日
前
に
お
い
て
は
、
締
約
国
は
、
そ
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
一
年
以

内
の
期
間
又
は
当
該
改
正
の
採
択
の
際
に
拡
大
海
上
安
全
委
員
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以

上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
決
定
す
る
一
層
長
い
期
間
自
国
に
つ
い
て
当
該
改
正
の
実
施
を
延
期
す
る
旨
を
事
務
局
長
に
通

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
　
会
議
に
よ
る
改
正 

　
機
関
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
締
約
国
の
三
分
の
一
以
上
の
同
意
を
得
て
要
請
す
る
場
合
に
は
、
国
際
労
働
事
務
局

3.1
長
及
び
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
事
務
局
長
の
そ
れ
ぞ
れ
と
協
力
し
、
又
は
協
議
し
て
、
こ
の
条
約
の
改
正
に
つ
い
て
審

議
す
る
た
め
、
締
約
国
会
議
を
招
集
す
る
。 

　
事
務
局
長
は
、
締
約
国
会
議
に
お
い
て
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で

3.2

　 11

採
択
さ
れ
た
改
正
を
、
受
諾
の
た
め
、
全
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。 

　
改
正
は
、
締
約
国
会
議
に
お
い
て
別
段
の
決
定
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、

及
び

又
は

及
び

に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る

3.3

2.6

2.8

2.7

2.9

手
続
に
従
い
、
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

及
び

中
「
拡
大

2.7

2.9

海
上
安
全
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
締
約
国
会
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４
　
改
正
の
受
諾
若
し
く
は
反
対
の
宣
言
又
は

の
規
定
に
基
づ
く
通
告
は
、
事
務
局
長
に
対
し
文
書
で
行
う
も
の
と
し
、
事

2.9

務
局
長
は
、
当
該
文
書
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
こ
れ
を
受
領
し
た
日
を
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。 

５
　
事
務
局
長
は
、
効
力
を
生
ず
る
改
正
及
び
そ
の
効
力
発
生
の
日
を
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。 

第
十
一
条
　
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
及
び
加
入 

１
　
こ
の
条
約
は
、
機
関
の
本
部
に
お
い
て
、
千
九
百
九
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
署
名
の
た
め
開
放

し
、
そ
の
後
は
加
入
の
た
め
開
放
し
て
お
く
。
い
ず
れ
の
国
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
署
名
す
る
こ
と
。 

1.1
　
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
し
て
署
名
し
た
後
、
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
こ
と
。 

1.2
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採
択
さ
れ
た
改
正
を
、
受
諾
の
た
め
、
全
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。 

　
改
正
は
、
締
約
国
会
議
に
お
い
て
別
段
の
決
定
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、

及
び

又
は

及
び

に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る

3.3

2.6

2.8

2.7

2.9

手
続
に
従
い
、
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

及
び

中
「
拡
大

2.7

2.9

海
上
安
全
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
締
約
国
会
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４
　
改
正
の
受
諾
若
し
く
は
反
対
の
宣
言
又
は

の
規
定
に
基
づ
く
通
告
は
、
事
務
局
長
に
対
し
文
書
で
行
う
も
の
と
し
、
事

2.9

務
局
長
は
、
当
該
文
書
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
こ
れ
を
受
領
し
た
日
を
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。 

５
　
事
務
局
長
は
、
効
力
を
生
ず
る
改
正
及
び
そ
の
効
力
発
生
の
日
を
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。 

第
十
一
条
　
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
及
び
加
入 

１
　
こ
の
条
約
は
、
機
関
の
本
部
に
お
い
て
、
千
九
百
九
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
署
名
の
た
め
開
放

し
、
そ
の
後
は
加
入
の
た
め
開
放
し
て
お
く
。
い
ず
れ
の
国
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
署
名
す
る
こ
と
。 

1.1
　
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
し
て
署
名
し
た
後
、
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
こ
と
。 

1.2
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加
入
す
る
こ
と
。 
1.3

２
　
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
は
、
こ
れ
ら
の
た
め
の
文
書
を
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。 

第
十
二
条
　
効
力
発
生 

１
　
こ
の
条
約
は
、
十
五
以
上
の
国
が
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く

署
名
し
、
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

２
　
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
た
め
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
後
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
ま
で
に
こ
の
条
約
の
批
准
書
、
受

諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発

生
の
日
又
は
こ
れ
ら
の
文
書
の
寄
託
の
日
の
後
三
箇
月
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
に
効
力
を
生
ず
る
。 

３
　
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
に
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約

は
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
寄
託
の
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

４
　
こ
の
条
約
の
改
正
が
第
十
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
日
の
後
に
寄
託
さ
れ
る
批
准
書
、
受
諾
書
、

承
認
書
又
は
加
入
書
は
、
改
正
さ
れ
た
こ
の
条
約
に
係
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
三
条
　
廃
棄 
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１
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
後
は
、
い
つ
で
も
こ
の
条
約
を
廃
棄

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
　
廃
棄
は
、
事
務
局
長
に
対
す
る
通
告
書
に
よ
っ
て
行
う
。 

３
　
廃
棄
は
、
事
務
局
長
が
廃
棄
の
通
告
書
を
受
領
し
た
後
十
二
箇
月
で
、
又
は
通
告
書
に
明
記
さ
れ
た
十
二
箇
月
よ
り
も
長

い
期
間
を
経
過
し
た
後
に
、
効
力
を
生
ず
る
。 

第
十
四
条
　
寄
託
者 

１
　
こ
の
条
約
は
、
機
関
の
事
務
局
長
（
以
下
「
寄
託
者
」
と
い
う
。
）
に
寄
託
す
る
。 

２
　
寄
託
者
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。 

　
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
し
て
い
る
全
て
の
国
の
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
通
報
す
る
こ
と
。 

2.1

　
新
た
に
行
わ
れ
た
署
名
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
の
寄
託
及
び
そ
の
署
名
又
は
寄
託
の
日 

2.1.1
　
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日 

2.1.2
　
こ
の
条
約
の
廃
棄
書
の
寄
託
及
び
そ
の
受
領
の
日
並
び
に
廃
棄
が
効
力
を
生
ず
る
日 

2.1.3　
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
し
て
い
る
全
て
の
国
の
政
府
に
対
し
て
こ
の
条
約
の
認
証
謄
本
を
送
付
す
る
こ
と
。 

2.2
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１
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
後
は
、
い
つ
で
も
こ
の
条
約
を
廃
棄

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
　
廃
棄
は
、
事
務
局
長
に
対
す
る
通
告
書
に
よ
っ
て
行
う
。 

３
　
廃
棄
は
、
事
務
局
長
が
廃
棄
の
通
告
書
を
受
領
し
た
後
十
二
箇
月
で
、
又
は
通
告
書
に
明
記
さ
れ
た
十
二
箇
月
よ
り
も
長

い
期
間
を
経
過
し
た
後
に
、
効
力
を
生
ず
る
。 

第
十
四
条
　
寄
託
者 

１
　
こ
の
条
約
は
、
機
関
の
事
務
局
長
（
以
下
「
寄
託
者
」
と
い
う
。
）
に
寄
託
す
る
。 

２
　
寄
託
者
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。 

　
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
し
て
い
る
全
て
の
国
の
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
通
報
す
る
こ
と
。 

2.1

　
新
た
に
行
わ
れ
た
署
名
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
の
寄
託
及
び
そ
の
署
名
又
は
寄
託
の
日 

2.1.1
　
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日 

2.1.2
　
こ
の
条
約
の
廃
棄
書
の
寄
託
及
び
そ
の
受
領
の
日
並
び
に
廃
棄
が
効
力
を
生
ず
る
日 

2.1.3　
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
し
て
い
る
全
て
の
国
の
政
府
に
対
し
て
こ
の
条
約
の
認
証
謄
本
を
送
付
す
る
こ
と
。 

2.2
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３
　
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
、
寄
託
者
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
認
証
謄
本
を
登
録

及
び
公
表
の
た
め
、
速
や
か
に
国
際
連
合
事
務
総
長
に
送
付
す
る
。 

第
十
五
条
　
用
語 

こ
の
条
約
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ

り
原
本
一
通
を
作
成
す
る
。 

 

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。 

 

千
九
百
九
十
五
年
七
月
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
し
た
。 
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附
属
書 

 

　
　
　
第
一
章
　
一
般
規
定 

第
一－

一
規
則
　
定
義 

１
　
こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
次
の
定
義
を
適
用
す
る
。 

　
「
こ
の
規
則
」
と
は
、
こ
の
附
属
書
の
規
則
を
い
う
。 

1.1
　
「
承
認
さ
れ
た
」
と
は
、
こ
の
規
則
に
従
っ
て
締
約
国
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。 

1.2
　
「
船
長
」
と
は
、
漁
船
を
指
揮
す
る
者
を
い
う
。 

1.3
　
「
職
員
」
と
は
、
船
長
以
外
の
漁
船
の
乗
組
員
で
あ
っ
て
、
国
内
法
令
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又

1.4
は
、
国
内
法
令
に
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
労
働
協
約
若
し
く
は
慣
習
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
を
い

う
。 

　
「
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
」
と
は
、
第
二－

二
規
則
又
は
第
二－

四
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を

1.5
有
す
る
職
員
を
い
う
。 



一
五

　 15

附
属
書 

 

　
　
　
第
一
章
　
一
般
規
定 

第
一－
一
規
則
　
定
義 

１
　
こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
次
の
定
義
を
適
用
す
る
。 

　
「
こ
の
規
則
」
と
は
、
こ
の
附
属
書
の
規
則
を
い
う
。 

1.1
　
「
承
認
さ
れ
た
」
と
は
、
こ
の
規
則
に
従
っ
て
締
約
国
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。 

1.2
　
「
船
長
」
と
は
、
漁
船
を
指
揮
す
る
者
を
い
う
。 

1.3
　
「
職
員
」
と
は
、
船
長
以
外
の
漁
船
の
乗
組
員
で
あ
っ
て
、
国
内
法
令
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又

1.4
は
、
国
内
法
令
に
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
労
働
協
約
若
し
く
は
慣
習
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
を
い

う
。 

　
「
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
」
と
は
、
第
二－
二
規
則
又
は
第
二－

四
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を

1.5
有
す
る
職
員
を
い
う
。 
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「
機
関
部
職
員
」
と
は
、
第
二－

五－

一－

一
規
則
、
第
二－

五－

一－

二
規
則
又
は
第
二－

五－

二
規
則
に
定
め
る

1.6
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を
有
す
る
職
員
を
い
う
。 

　
「
機
関
長
」
と
は
、
漁
船
の
推
進
機
関
に
関
し
責
任
を
有
し
、
並
び
に
漁
船
の
機
械
装
置
及
び
電
気
設
備
の
運
転
及
び

1.7
保
守
に
関
し
責
任
を
有
す
る
首
席
機
関
部
職
員
を
い
う
。 

　
「
一
等
機
関
士
」
と
は
、
機
関
長
の
次
の
地
位
に
あ
る
機
関
部
職
員
で
あ
っ
て
、
機
関
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
に
漁
船

1.8
の
推
進
機
関
に
関
し
責
任
を
有
し
、
並
び
に
漁
船
の
機
械
装
置
及
び
電
気
設
備
の
運
転
及
び
保
守
に
関
し
責
任
を
有
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
を
い
う
。 

　
「
無
線
通
信
士
」
と
は
、
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
主
管
庁
が
発
給
し
、
又
は
承
認
す
る
適
当
な
証
明

1.9
書
を
受
有
す
る
者
を
い
う
。 

　
「
無
線
通
信
規
則
」
と
は
、
効
力
を
有
す
る
国
際
電
気
通
信
連
合
憲
章
及
び
国
際
電
気
通
信
連
合
条
約
を
補
完
す
る
無

1.10
線
通
信
規
則
を
い
う
。 

　
「
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
」
と
は
、
千
九
百
七
十
八
年
の
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基

1.11
準
に
関
す
る
国
際
条
約
を
い
う
。 
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「
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
」
と
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
漁
船
の
安
全
の
た
め
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス

1.12
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
を
い
う
。 

　
「
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
」
と
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
漁
船
の
安
全
の
た
め
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
国
際
条

1.13
約
に
関
す
る
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
の
規
定
の
実
施
に
関
す
る
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定

を
い
う
。 

　
「
月
」
と
は
、
一
暦
月
又
は
一
箇
月
未
満
の
複
数
の
期
間
か
ら
成
る
三
十
日
を
い
う
。 

1.14
　
「
海
上
航
行
業
務
」
と
は
、
漁
船
に
お
け
る
業
務
で
あ
っ
て
、
証
明
書
又
は
他
の
資
格
の
発
給
又
は
更
新
に
関
連
す
る

1.15
も
の
を
い
う
。 

　
「
推
進
出
力
」
と
は
、
漁
船
の
全
て
の
主
推
進
機
関
の
キ
ロ
ワ
ッ
ト
表
示
に
よ
る
連
続
最
大
出
力
で
あ
っ
て
、
漁
船
登

1.16
録
の
証
明
書
そ
の
他
の
公
的
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

　
「
限
定
水
域
」
と
は
、
締
約
国
の
主
管
庁
が
定
め
る
締
約
国
の
近
傍
の
水
域
で
あ
っ
て
、
当
該
水
域
内
で
は
あ
る
程
度

1.17
の
安
全
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
漁
船
員
の
能
力
及
び
資
格
証
明
の
基
準
に
つ
き
、
当
該
水
域
外
に
お
け
る
業
務
の

た
め
の
基
準
よ
り
も
低
い
水
準
に
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
主
管
庁
は
、
限
定
水
域
の
範
囲
を
決
定
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「
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
」
と
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
漁
船
の
安
全
の
た
め
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス

1.12
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
を
い
う
。 

　
「
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
」
と
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
漁
船
の
安
全
の
た
め
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
国
際
条

1.13
約
に
関
す
る
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書
の
規
定
の
実
施
に
関
す
る
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定

を
い
う
。 

　
「
月
」
と
は
、
一
暦
月
又
は
一
箇
月
未
満
の
複
数
の
期
間
か
ら
成
る
三
十
日
を
い
う
。 

1.14
　
「
海
上
航
行
業
務
」
と
は
、
漁
船
に
お
け
る
業
務
で
あ
っ
て
、
証
明
書
又
は
他
の
資
格
の
発
給
又
は
更
新
に
関
連
す
る

1.15
も
の
を
い
う
。 

　
「
推
進
出
力
」
と
は
、
漁
船
の
全
て
の
主
推
進
機
関
の
キ
ロ
ワ
ッ
ト
表
示
に
よ
る
連
続
最
大
出
力
で
あ
っ
て
、
漁
船
登

1.16
録
の
証
明
書
そ
の
他
の
公
的
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

　
「
限
定
水
域
」
と
は
、
締
約
国
の
主
管
庁
が
定
め
る
締
約
国
の
近
傍
の
水
域
で
あ
っ
て
、
当
該
水
域
内
で
は
あ
る
程
度

1.17
の
安
全
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
漁
船
員
の
能
力
及
び
資
格
証
明
の
基
準
に
つ
き
、
当
該
水
域
外
に
お
け
る
業
務
の

た
め
の
基
準
よ
り
も
低
い
水
準
に
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
主
管
庁
は
、
限
定
水
域
の
範
囲
を
決
定
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す
る
に
当
た
っ
て
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
す
る
。 

　
「
無
限
定
水
域
」
と
は
、
限
定
水
域
を
越
え
る
水
域
を
い
う
。 

1.18
　
「
長
さ
（
Ｌ
）
」
と
は
、
キ
ー
ル
線
か
ら
測
っ
た
最
小
の
型
深
さ
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
位
置
に
お
け
る
喫
水
線
に

1.19
お
け
る
全
長
の
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
当
該
喫
水
線
に
お
け
る
船
首
材
の
前
面
か
ら
ラ
ダ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
の
中
心
線
ま

で
の
長
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
も
の
を
い
う
。
傾
斜
し
た
キ
ー
ル
を
有
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
漁
船
に
つ
い
て

は
、
こ
の
長
さ
を
測
る
た
め
の
喫
水
線
は
、
計
画
喫
水
線
と
平
行
な
も
の
と
す
る
。 

　
「
型
深
さ
」
と
は
、
キ
ー
ル
線
か
ら
作
業
甲
板
ビ
ー
ム
の
船
側
に
お
け
る
上
面
ま
で
を
測
っ
た
垂
直
の
距
離
を
い
う
。 

1.20
　
「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
」
と
は
、
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
五
六
二

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
漁
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並

1.21

（108）

び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
コ
ー
ド
（
機
関
に
よ
る
改
正
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

　
「
所
有
者
」
と
は
、
漁
船
の
所
有
者
又
は
管
理
人
、
代
理
人
、
運
航
者
、
会
社
、
委
任
を
受
け
た
代
表
者
、
裸
傭
船
者

よ
う

1.22
そ
の
他
の
当
該
所
有
者
以
外
の
団
体
若
し
く
は
個
人
で
あ
っ
て
、
当
該
所
有
者
か
ら
漁
船
の
運
航
に
係
る
責
任
を
引
き
受

け
、
か
つ
、
そ
の
引
受
け
に
際
し
て
、
こ
の
条
約
に
従
っ
て
漁
船
の
所
有
者
に
課
さ
れ
る
義
務
及
び
責
任
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
同
意
し
た
も
の
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
の
団
体
又
は
個
人
が
漁
船
の
所
有
者
の
義
務
又
は
責
任
の
一
部
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を
果
た
す
か
否
か
を
問
わ
な
い
。 

　
「
漁
船
員
」
と
は
、
漁
船
に
お
い
て
、
職
務
区
分
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
雇
い
入
れ
ら
れ
、
若
し
く
は
従
業
し
、
又

1.23
は
職
務
を
遂
行
す
る
全
て
の
者
（
漁
船
に
お
い
て
労
働
す
る
者
で
あ
っ
て
漁
獲
量
に
応
じ
報
酬
を
受
け
る
も
の
を
含
み
、

水
先
人
、
軍
艦
の
乗
組
員
、
政
府
に
永
続
的
に
勤
務
す
る
そ
の
他
の
者
、
漁
船
に
お
い
て
仕
事
を
行
う
陸
上
を
拠
点
と
す

る
者
及
び
漁
業
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

　
「
業
務
細
目
」
と
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る
一
連
の
作
業
、
任
務
及
び
責
任
で
あ
っ
て
、
漁
船
の
運
航
、

1.24
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
又
は
海
洋
環
境
の
保
護
に
必
要
な
も
の
を
い
う
。 

　
「
漁
業
練
習
船
」
と
は
、
魚
類
の
採
捕
及
び
貯
蔵
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
専
用
の
練
習
船
で
あ
っ
て
、
次
章
の
規
定
に

1.25
よ
り
要
求
さ
れ
る
能
力
の
実
証
及
び
評
価
の
た
め
の
訓
練
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
を
い
う
。 

　
「
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
」
と
は
、
第
二－

六
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を
有
す
る
者
を
い
う
。 

1.26
　
「
資
格
証
明
書
」
と
は
、
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
船
長
、
職
員
及
び
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
に
対
し
て
発
給

1.27
さ
れ
、
及
び
裏
書
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
当
な
受
有
者
に
対
し
、
当
該
証
明
書
に
明
記
さ
れ
た
責
任
の
水
準

で
、
そ
の
職
務
区
分
に
お
い
て
業
務
を
行
い
、
か
つ
、
関
係
す
る
業
務
細
目
を
遂
行
す
る
権
利
を
与
え
る
も
の
を
い
う
。 
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を
果
た
す
か
否
か
を
問
わ
な
い
。 

　
「
漁
船
員
」
と
は
、
漁
船
に
お
い
て
、
職
務
区
分
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
雇
い
入
れ
ら
れ
、
若
し
く
は
従
業
し
、
又

1.23
は
職
務
を
遂
行
す
る
全
て
の
者
（
漁
船
に
お
い
て
労
働
す
る
者
で
あ
っ
て
漁
獲
量
に
応
じ
報
酬
を
受
け
る
も
の
を
含
み
、

水
先
人
、
軍
艦
の
乗
組
員
、
政
府
に
永
続
的
に
勤
務
す
る
そ
の
他
の
者
、
漁
船
に
お
い
て
仕
事
を
行
う
陸
上
を
拠
点
と
す

る
者
及
び
漁
業
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

　
「
業
務
細
目
」
と
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る
一
連
の
作
業
、
任
務
及
び
責
任
で
あ
っ
て
、
漁
船
の
運
航
、

1.24
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
又
は
海
洋
環
境
の
保
護
に
必
要
な
も
の
を
い
う
。 

　
「
漁
業
練
習
船
」
と
は
、
魚
類
の
採
捕
及
び
貯
蔵
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
専
用
の
練
習
船
で
あ
っ
て
、
次
章
の
規
定
に

1.25
よ
り
要
求
さ
れ
る
能
力
の
実
証
及
び
評
価
の
た
め
の
訓
練
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
を
い
う
。 

　
「
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
」
と
は
、
第
二－
六
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を
有
す
る
者
を
い
う
。 

1.26
　
「
資
格
証
明
書
」
と
は
、
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
船
長
、
職
員
及
び
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
に
対
し
て
発
給

1.27
さ
れ
、
及
び
裏
書
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
当
な
受
有
者
に
対
し
、
当
該
証
明
書
に
明
記
さ
れ
た
責
任
の
水
準

で
、
そ
の
職
務
区
分
に
お
い
て
業
務
を
行
い
、
か
つ
、
関
係
す
る
業
務
細
目
を
遂
行
す
る
権
利
を
与
え
る
も
の
を
い
う
。 
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「
技
能
証
明
書
」
と
は
、
漁
船
員
に
対
し
て
発
給
さ
れ
る
資
格
証
明
書
以
外
の
証
明
書
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ

1.28
く
訓
練
、
能
力
又
は
海
上
航
行
業
務
の
関
連
す
る
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

２
　
こ
の
規
則
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
義
務
的
な
規
定
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
、
次
の
要
件
に
従
う
。 

　
い
ず
れ
か
の
規
則
の
要
件
と
い
う
と
き
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
対
応
す
る
節
を
含
め
て
い
う
。 

2.1
　
こ
の
規
則
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
条
約
の
一
層
統
一
的
な
実
施
を
世
界
的
に
達
成
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ

2.2
コ
ー
ド
Ｂ
部
に
定
め
る
関
連
の
指
針
及
び
説
明
資
料
を
、
最
大
限
可
能
な
限
り
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
規
定
の
改
正
は
、
附
属
書
に
適
用
さ
れ
る
改
正
手
続
に
関
す
る
第
十
条
の
規
定
に
従
っ

2.3
て
採
択
さ
れ
、
効
力
を
生
じ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ｂ
部
は
、
海
上
安
全
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
手
続
規
則
に
従
っ
て
改
正
さ
れ
る
。 

2.4

第
一－

二
規
則
　
適
用 

１
　
締
約
国
の
主
管
庁
は
、
専
ら
自
国
の
港
か
ら
運
航
し
、
か
つ
、
限
定
水
域
内
で
漁
獲
を
行
う
長
さ
四
十
五
メ
ー
ト
ル
未
満

の
漁
船
に
お
い
て
業
務
を
行
う
乗
組
員
に
対
し
て
、
第
二－
三
規
則
に
定
め
る
要
件
、
第
二－

四
規
則
に
定
め
る
要
件
及
び

第
二－

五－

一－

一
規
則
、
第
二－

五－

一－

二
規
則
又
は
第
二－
五－

二
規
則
に
定
め
る
要
件
の
全
て
並
び
に
英
語
の
使
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用
に
関
す
る
要
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
合
理
的
又
は
実
際
的
で
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
安
全
の
原

則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
規
則
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
乗
組
員
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
管
庁
は
、
当
該
乗
組
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
に
関
し
て
自
国
が
と
っ
た

措
置
の
詳
細
を
事
務
局
長
に
報
告
す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
主
管
庁
は
、
全
て
の
章
に
つ
い
て
、
測
定
の
基
礎
と
し
て
、
長
さ
（
Ｌ
）
に
代
え
て
次
の
総
ト
ン

数
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
長
さ
（
Ｌ
）
二
十
四
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
総
ト
ン
数
三
百
ト
ン 

2.1
　
長
さ
（
Ｌ
）
四
十
五
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
総
ト
ン
数
九
百
五
十
ト
ン 

2.2

第
一－

三
規
則
　
証
明
書
及
び
裏
書 

１
　
漁
船
員
の
資
格
証
明
書
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
業
務
、
年
齢
、
身
体
適
性
、
訓
練
、
能
力
及
び
試
験
に

関
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
主
管
庁
が
発
給
す
る
。 

２
　
１
の
規
定
に
よ
り
締
約
国
が
発
給
す
る
資
格
証
明
書
に
は
、
当
該
資
格
証
明
書
の
発
給
を
証
明
す
る
当
該
締
約
国
が
、
Ｓ

Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
三
節
に
定
め
る
様
式
１
又
は
２
に
よ
り
裏
書
を
す
る
。 
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用
に
関
す
る
要
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
合
理
的
又
は
実
際
的
で
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
安
全
の
原

則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
規
則
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
乗
組
員
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
管
庁
は
、
当
該
乗
組
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
に
関
し
て
自
国
が
と
っ
た

措
置
の
詳
細
を
事
務
局
長
に
報
告
す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
主
管
庁
は
、
全
て
の
章
に
つ
い
て
、
測
定
の
基
礎
と
し
て
、
長
さ
（
Ｌ
）
に
代
え
て
次
の
総
ト
ン

数
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
長
さ
（
Ｌ
）
二
十
四
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
総
ト
ン
数
三
百
ト
ン 

2.1
　
長
さ
（
Ｌ
）
四
十
五
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
総
ト
ン
数
九
百
五
十
ト
ン 

2.2

第
一－

三
規
則
　
証
明
書
及
び
裏
書 

１
　
漁
船
員
の
資
格
証
明
書
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
業
務
、
年
齢
、
身
体
適
性
、
訓
練
、
能
力
及
び
試
験
に

関
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
主
管
庁
が
発
給
す
る
。 

２
　
１
の
規
定
に
よ
り
締
約
国
が
発
給
す
る
資
格
証
明
書
に
は
、
当
該
資
格
証
明
書
の
発
給
を
証
明
す
る
当
該
締
約
国
が
、
Ｓ

Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
三
節
に
定
め
る
様
式
１
又
は
２
に
よ
り
裏
書
を
す
る
。 
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３
　
証
明
書
及
び
裏
書
は
、
発
給
す
る
国
の
公
用
語
で
作
成
す
る
も
の
と
し
、
使
用
さ
れ
る
公
用
語
が
英
語
で
な
い
場
合
に

は
、
英
語
に
よ
る
訳
文
を
付
す
る
。 

４
　
締
約
国
は
、
無
線
通
信
士
の
た
め
の
証
明
書
の
発
給
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
書
を
発
給
す
る
た
め
の
試
験
に
、
第
二－

六
規
則
の
規
定
に
よ
り
要
求

4.1
さ
れ
る
追
加
の
知
識
を
含
め
る
こ
と
。 

　
第
二－

六
規
則
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
追
加
の
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
別
個
の
証
明
書
を
発
給
す
る
こ

4.2
と
。 

５
　
第
一－

七
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
締
約
国
又
は
他
の
締
約
国
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
が
発
給
し
た
証
明
書
を
承

認
し
た
主
管
庁
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
三
節
に
定
め
る
様
式
３
に
よ
り
そ
の
承
認
を
証
明
す
る
裏
書
を

す
る
。 

６
　
裏
書
は
、
裏
書
さ
れ
た
証
明
書
の
有
効
期
間
が
満
了
し
、
又
は
当
該
証
明
書
を
発
給
し
た
締
約
国
が
当
該
証
明
書
を
撤
回

し
、
停
止
し
、
若
し
く
は
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
効
力
を
失
う
も
の
と
し
、
か
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も

裏
書
さ
れ
た
日
の
後
五
年
以
内
に
効
力
を
失
う
。 
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７
　
機
関
長
、
機
関
部
職
員
又
は
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
と
し
て
業
務
を
行
う
た
め
に
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約

の
規
定
に
従
っ
て
そ
の
受
有
者
に
発
給
さ
れ
た
適
当
な
資
格
証
明
書
は
、
１
の
規
定
の
適
用
上
、
漁
船
に
つ
い
て
の
相
当
す

る
証
明
書
と
み
な
す
。 

８
　
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
附
属
書
第
一－

九
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
健
康
証
明
書
は
、
漁

船
の
乗
組
員
に
つ
い
て
効
力
を
有
す
る
。 

９
　
主
管
庁
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
三
節
に
定
め
る
様
式
１
か
ら
３
ま
で
に
基
づ
い
て
当
該
様
式
の
変
形

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
同
節
に
定
め
る
様
式
と
異
な
る
様
式
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
様
式
に

は
、
少
な
く
と
も
要
求
さ
れ
た
情
報
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
記
入
事
項
は
、
ロ
ー
マ
文
字
及
び
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る
。 

第
一－

四
規
則
　
監
督
手
続 

１
　
正
当
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
監
督
官
が
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
監
督
は
、
次
の
事
項
に
限
る
。 

　
漁
船
に
お
い
て
業
務
を
行
う
漁
船
員
の
う
ち
こ
の
条
約
に
よ
り
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
全
て

1.1
の
も
の
が
、
当
該
証
明
書
を
与
え
ら
れ
、
又
は
必
要
な
臨
時
業
務
許
可
書
を
受
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
証

明
書
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
明
確
な
根
拠
が
あ
る
場
合
及
び
証
明
書
の
所
持
者
が
当
該
証
明
書
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７
　
機
関
長
、
機
関
部
職
員
又
は
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
と
し
て
業
務
を
行
う
た
め
に
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約

の
規
定
に
従
っ
て
そ
の
受
有
者
に
発
給
さ
れ
た
適
当
な
資
格
証
明
書
は
、
１
の
規
定
の
適
用
上
、
漁
船
に
つ
い
て
の
相
当
す

る
証
明
書
と
み
な
す
。 

８
　
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
附
属
書
第
一－

九
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
健
康
証
明
書
は
、
漁

船
の
乗
組
員
に
つ
い
て
効
力
を
有
す
る
。 

９
　
主
管
庁
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－
Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
三
節
に
定
め
る
様
式
１
か
ら
３
ま
で
に
基
づ
い
て
当
該
様
式
の
変
形

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
同
節
に
定
め
る
様
式
と
異
な
る
様
式
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
様
式
に

は
、
少
な
く
と
も
要
求
さ
れ
た
情
報
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
記
入
事
項
は
、
ロ
ー
マ
文
字
及
び
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る
。 

第
一－

四
規
則
　
監
督
手
続 

１
　
正
当
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
監
督
官
が
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
監
督
は
、
次
の
事
項
に
限
る
。 

　
漁
船
に
お
い
て
業
務
を
行
う
漁
船
員
の
う
ち
こ
の
条
約
に
よ
り
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
全
て

1.1
の
も
の
が
、
当
該
証
明
書
を
与
え
ら
れ
、
又
は
必
要
な
臨
時
業
務
許
可
書
を
受
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
証

明
書
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
明
確
な
根
拠
が
あ
る
場
合
及
び
証
明
書
の
所
持
者
が
当
該
証
明
書
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の
発
給
を
受
け
た
者
と
異
な
る
者
で
あ
る
と
認
め
る
明
確
な
根
拠
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
認
容
さ
れ
る
。 

　
漁
船
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
漁
船
に
お
い
て
こ
の
条
約
に
よ
り
要
求
さ
れ
る

1.2
当
直
の
基
準
が
維
持
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
明
確
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
漁
船
員
が
当
該
基
準
を
維
持
す
る
能

力
を
有
し
て
い
る
か
評
価
す
る
こ
と
。 

　
衝
突
し
、
座
礁
し
、
又
は
乗
り
揚
げ
た
こ
と
。 

1.2.1
　
航
行
中
、
び
ょ
う
泊
中
又
は
係
留
中
に
国
際
条
約
に
違
反
し
て
物
質
を
排
出
し
た
こ
と
。 

1.2.2
　
機
関
が
採
択
し
た
航
路
指
定
の
措
置
又
は
安
全
な
航
行
に
係
る
方
式
及
び
手
続
に
従
わ
ず
、
無
謀
な
又
は
危
険
な
操

1.2.3
船
を
行
っ
た
こ
と
。 

　
そ
の
他
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
対
す
る
危
険
を
も
た
ら
す
よ
う
な
方
法
で
運
航
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

1.2.4

２
　
締
約
国
の
監
督
官
は
、
１
の
規
定
に
よ
り
漁
船
に
お
い
て
要
件
の
不
備
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
適
当
な
措
置
が
と
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
漁
船
の
船
長
及
び
主
管
庁
に
対
し
、
直
ち
に
文
書
で
通
報
す
る
。
通
報
に
は
、
発
見
し
た
要
件

の
不
備
に
関
す
る
詳
細
及
び
当
該
要
件
の
不
備
の
た
め
に
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
対
す
る
危
険
が
あ
る
と
当
該
締
約
国
が

判
断
す
る
理
由
を
明
記
す
る
。 
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３
　
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
対
す
る
危
険
を
も
た
ら
す
と
認
め
ら
れ
る
要
件
の
不
備
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
め
る
。 

　
証
明
書
の
受
有
を
要
求
さ
れ
て
い
る
者
が
、
適
当
な
証
明
書
又
は
臨
時
業
務
許
可
書
を
所
持
し
て
い
な
い
こ
と
。 

3.1
　
甲
板
部
又
は
機
関
部
の
当
直
体
制
が
、
主
管
庁
の
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
。 

3.2
　
安
全
な
航
行
、
安
全
に
関
す
る
無
線
通
信
又
は
海
洋
汚
染
の
防
止
の
た
め
に
不
可
欠
な
装
置
を
操
作
す
る
能
力
を
有
す

3.3
る
者
が
当
直
を
担
当
し
て
い
な
い
こ
と
。 

　
航
海
を
開
始
す
る
際
の
最
初
の
当
直
及
び
そ
の
後
の
当
直
に
休
養
を
と
っ
た
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。 

3.4

第
一－

五
規
則
　
情
報
の
送
付 

１
　
事
務
局
長
は
、
締
約
国
が
要
請
す
る
場
合
に
は
、
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
送
付
を
受
け
た
情
報
を
当
該
締
約
国
に
提

供
す
る
。 

２
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
の
後
二
十
四
箇
月
以
内
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ

る
情
報
を
送
付
し
な
い
と
き
は
、
事
務
局
長
が
当
該
情
報
を
受
領
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
特
権
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
一－

六
規
則
　
資
格
証
明
の
制
度
の
運
用 



二
五

　 25

３
　
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
対
す
る
危
険
を
も
た
ら
す
と
認
め
ら
れ
る
要
件
の
不
備
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
め
る
。 

　
証
明
書
の
受
有
を
要
求
さ
れ
て
い
る
者
が
、
適
当
な
証
明
書
又
は
臨
時
業
務
許
可
書
を
所
持
し
て
い
な
い
こ
と
。 

3.1
　
甲
板
部
又
は
機
関
部
の
当
直
体
制
が
、
主
管
庁
の
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
。 

3.2
　
安
全
な
航
行
、
安
全
に
関
す
る
無
線
通
信
又
は
海
洋
汚
染
の
防
止
の
た
め
に
不
可
欠
な
装
置
を
操
作
す
る
能
力
を
有
す

3.3
る
者
が
当
直
を
担
当
し
て
い
な
い
こ
と
。 

　
航
海
を
開
始
す
る
際
の
最
初
の
当
直
及
び
そ
の
後
の
当
直
に
休
養
を
と
っ
た
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。 

3.4

第
一－

五
規
則
　
情
報
の
送
付 

１
　
事
務
局
長
は
、
締
約
国
が
要
請
す
る
場
合
に
は
、
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
送
付
を
受
け
た
情
報
を
当
該
締
約
国
に
提

供
す
る
。 

２
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
の
後
二
十
四
箇
月
以
内
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ

る
情
報
を
送
付
し
な
い
と
き
は
、
事
務
局
長
が
当
該
情
報
を
受
領
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
特
権
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
一－

六
規
則
　
資
格
証
明
の
制
度
の
運
用 
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１
　
各
締
約
国
は
、
能
力
に
係
る
基
準
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
実
習
訓
練
を
含
む
計
画
が
そ
の
有
効
性
を
確
保

す
る
た
め
に
定
期
的
に
監
視
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
を
設
定
し
、
及
び
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。 

２
　
各
締
約
国
は
、
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
、
発
給
さ
れ
、
有
効
期
間
が
満
了
し
、
若
し
く
は
更
新
さ
れ
、
滅
失
し
た
旨
が
報

告
さ
れ
、
停
止
さ
れ
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た
第
一－

三
規
則
及
び
第
二－

一
規
則
か
ら
第
二－

六
規
則
ま
で
に
定
め
る
全
て

の
証
明
書
及
び
裏
書
並
び
に
発
給
さ
れ
た
臨
時
業
務
許
可
書
の
登
録
簿
を
管
理
し
、
並
び
に
他
の
締
約
国
に
よ
っ
て
要
請
さ

れ
た
と
き
は
、
当
該
証
明
書
、
裏
書
及
び
臨
時
業
務
許
可
書
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。 

第
一－

七
規
則
　
証
明
書
の
承
認 

１
　
締
約
国
の
主
管
庁
は
、
第
一－

三
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
裏
書
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
締
約
国
又
は
他
の
締
約
国
か
ら
権

限
を
与
え
ら
れ
た
者
が
発
給
し
た
証
明
書
を
承
認
す
る
た
め
、
能
力
に
係
る
基
準
の
要
件
並
び
に
当
該
他
の
締
約
国
に
よ
る

証
明
書
の
発
給
及
び
裏
書
の
要
件
が
十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
。 

２
　
締
約
国
で
な
い
国
又
は
締
約
国
で
な
い
国
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
が
発
給
し
た
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
承
認
し
て
は

な
ら
な
い
。 

３
　
締
約
国
の
主
管
庁
は
、
第
一－

三
規
則
５
及
び
こ
の
第
一－

七
規
則
１
に
定
め
る
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
締
約
国
が
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発
給
し
た
適
当
か
つ
有
効
な
証
明
書
で
あ
っ
て
第
一－

三
規
則
５
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
裏
書
を
し
て
い
な
い
も
の
を

受
有
す
る
者
に
対
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
に
お
い
て
、
三
箇
月
を
超
え
な
い
期
間

業
務
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
裏
書
の
申
請
が
当
該
主
管
庁
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
文

書
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

第
一－

八
規
則
　
経
過
規
定 

１
　
こ
の
条
約
に
よ
り
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
る
職
務
区
分
に
つ
き
締
約
国
が
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前

に
自
国
の
法
令
に
よ
り
又
は
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
し
た
資
格
証
明
書
及
び
従
業
証
明
書
は
、
当
該

締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
後
、
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

２
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
後
五
年
を
超
え
な
い
期
間
、
従
前
の
例
に
よ
り
資
格
証
明
書
を

発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
資
格
証
明
書
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
経
過
期
間
に

お
い
て
、
当
該
資
格
証
明
書
の
発
給
は
、
発
給
を
行
う
締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前
に
当
該
資
格
証
明

書
に
係
る
特
定
の
部
門
に
お
い
て
海
上
業
務
を
開
始
し
た
者
に
対
し
て
の
み
行
う
。
締
約
国
は
、
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と

す
る
他
の
全
て
の
者
が
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
試
験
を
受
け
、
及
び
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
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発
給
し
た
適
当
か
つ
有
効
な
証
明
書
で
あ
っ
て
第
一－

三
規
則
５
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
裏
書
を
し
て
い
な
い
も
の
を

受
有
す
る
者
に
対
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
に
お
い
て
、
三
箇
月
を
超
え
な
い
期
間

業
務
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
裏
書
の
申
請
が
当
該
主
管
庁
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
文

書
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

第
一－

八
規
則
　
経
過
規
定 

１
　
こ
の
条
約
に
よ
り
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
る
職
務
区
分
に
つ
き
締
約
国
が
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前

に
自
国
の
法
令
に
よ
り
又
は
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
し
た
資
格
証
明
書
及
び
従
業
証
明
書
は
、
当
該

締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
後
、
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

２
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
後
五
年
を
超
え
な
い
期
間
、
従
前
の
例
に
よ
り
資
格
証
明
書
を

発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
資
格
証
明
書
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
経
過
期
間
に

お
い
て
、
当
該
資
格
証
明
書
の
発
給
は
、
発
給
を
行
う
締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前
に
当
該
資
格
証
明

書
に
係
る
特
定
の
部
門
に
お
い
て
海
上
業
務
を
開
始
し
た
者
に
対
し
て
の
み
行
う
。
締
約
国
は
、
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と

す
る
他
の
全
て
の
者
が
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
試
験
を
受
け
、
及
び
証
明
書
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
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る
。 

３
　
締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
後
二
年
以
内
は
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
適
当
な
証
明
書
又
は
自

国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前
に
自
国
の
法
令
に
よ
り
発
給
し
た
資
格
証
明
書
の
い
ず
れ
も
受
有
し
て
い
な
い

漁
船
員
で
あ
っ
て
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
対
し
、
従
業
証
明
書
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
当
該
締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が
生
ず
る
前
七
年
以
内
に
三
年
以
上
の
期
間
、
海
上
に
お
い
て
、
当
該
従
業

3.1
証
明
書
に
係
る
職
務
区
分
に
お
い
て
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

　

に
規
定
す
る
職
務
区
分
に
お
い
て
良
好
に
業
務
を
行
っ
た
証
拠
を
提
示
し
た
こ
と
。 

3.2

3.1
　
締
約
国
が
、
申
請
時
に
お
け
る
年
齢
を
考
慮
し
て
身
体
適
性
（
特
に
、
視
覚
及
び
聴
覚
に
関
す
る
も
の
）
を
有
す
る
と

3.3
認
め
た
こ
と
。 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
こ
の
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
従
業
証
明
書
は
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発

給
さ
れ
た
証
明
書
と
同
等
の
も
の
と
み
な
す
。 

第
一－

九
規
則
　
臨
時
業
務
許
可
書 

１
　
主
管
庁
は
、
例
外
的
に
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
人
命
、
財
産
又
は
環
境
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
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と
き
は
、
い
ず
れ
か
の
職
務
区
分
（
関
連
す
る
無
線
通
信
規
則
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
無
線
通
信
士
を
除
く
。
）
に

お
い
て
業
務
を
行
う
た
め
の
適
当
な
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
い
者
に
対
し
、
特
定
の
漁
船
に
お
い
て
、
六
箇
月
を
超
え
な

い
特
定
の
期
間
、
当
該
職
務
区
分
に
お
い
て
業
務
を
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
臨
時
業
務
許
可
書
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
臨
時
業
務
許
可
書
の
発
給
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
就
く
こ
と
と
な
る
職
の
職
務
を
安
全
に
遂
行

す
る
こ
と
の
で
き
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
と
主
管
庁
の
認
め
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
い
ず
れ
か
の
職
に
つ
い
て
の
臨
時
業
務
許
可
書
は
、
当
該
職
の
直
下
の
職
に
就
く
た
め
に
正
当
に
証
明
書
を
与
え
ら
れ
た

者
に
対
し
て
の
み
与
え
る
。
当
該
職
よ
り
も
下
位
の
職
の
資
格
証
明
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
定
め
て
い
な
い
場
合
に
は
、
臨

時
業
務
許
可
書
は
、
そ
の
能
力
及
び
経
験
が
当
該
職
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
と
明
ら
か
に
同
等
で
あ
る
と
主
管
庁
の
認
め
る

者
に
対
し
て
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
者
が
い
か
な
る
適
当
な
証
明
書
も
受
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

臨
時
業
務
許
可
書
が
発
給
さ
れ
て
も
安
全
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
当
該
者
が
主
管
庁

の
認
め
る
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
主
管
庁
は
、
適
当
な
証
明
書
の
受
有
者
が
可
能
な
限
り
速
や
か
に
当
該

職
に
就
く
こ
と
を
確
保
す
る
。 

３
　
各
締
約
国
は
、
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
る
職
務
区
分
ご
と
の
臨
時
業
務
許
可
書
の
数
に
係
る
情
報
（
発
給
実
績
が
な
い
場
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と
き
は
、
い
ず
れ
か
の
職
務
区
分
（
関
連
す
る
無
線
通
信
規
則
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
無
線
通
信
士
を
除
く
。
）
に

お
い
て
業
務
を
行
う
た
め
の
適
当
な
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
い
者
に
対
し
、
特
定
の
漁
船
に
お
い
て
、
六
箇
月
を
超
え
な

い
特
定
の
期
間
、
当
該
職
務
区
分
に
お
い
て
業
務
を
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
臨
時
業
務
許
可
書
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
臨
時
業
務
許
可
書
の
発
給
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
就
く
こ
と
と
な
る
職
の
職
務
を
安
全
に
遂
行

す
る
こ
と
の
で
き
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
と
主
管
庁
の
認
め
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
い
ず
れ
か
の
職
に
つ
い
て
の
臨
時
業
務
許
可
書
は
、
当
該
職
の
直
下
の
職
に
就
く
た
め
に
正
当
に
証
明
書
を
与
え
ら
れ
た

者
に
対
し
て
の
み
与
え
る
。
当
該
職
よ
り
も
下
位
の
職
の
資
格
証
明
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
定
め
て
い
な
い
場
合
に
は
、
臨

時
業
務
許
可
書
は
、
そ
の
能
力
及
び
経
験
が
当
該
職
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
と
明
ら
か
に
同
等
で
あ
る
と
主
管
庁
の
認
め
る

者
に
対
し
て
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
者
が
い
か
な
る
適
当
な
証
明
書
も
受
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

臨
時
業
務
許
可
書
が
発
給
さ
れ
て
も
安
全
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
当
該
者
が
主
管
庁

の
認
め
る
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
主
管
庁
は
、
適
当
な
証
明
書
の
受
有
者
が
可
能
な
限
り
速
や
か
に
当
該

職
に
就
く
こ
と
を
確
保
す
る
。 

３
　
各
締
約
国
は
、
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
る
職
務
区
分
ご
と
の
臨
時
業
務
許
可
書
の
数
に
係
る
情
報
（
発
給
実
績
が
な
い
場
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合
を
含
む
。
）
を
、
毎
年
一
月
一
日
後
可
能
な
限
り
速
や
か
に
、
事
務
局
長
に
報
告
す
る
。 

第
一－

十
規
則
　
同
等
と
認
め
ら
れ
る
教
育
及
び
訓
練
の
制
度 

１
　
こ
の
条
約
は
、
締
約
国
が
、
特
に
、
技
術
の
進
歩
に
応
じ
た
及
び
特
殊
な
形
態
の
漁
船
に
適
合
し
た
海
上
航
行
業
務
及
び

船
内
組
織
に
係
る
教
育
及
び
訓
練
の
制
度
そ
の
他
の
こ
の
条
約
が
定
め
る
と
こ
ろ
と
異
な
る
教
育
及
び
訓
練
の
制
度
を
維
持

し
、
又
は
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
漁
船
の
航
行
上
の
及
び
技
術
的
な
操
船
に
関
す
る
海
上
航

行
業
務
、
知
識
及
び
技
能
の
水
準
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
条
約
が
定
め
る
要
件
と
同
程
度
に
、
海
上
に
お
け
る
安
全
を
確
保

し
、
か
つ
、
海
洋
汚
染
の
防
止
の
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

２
　
１
に
規
定
す
る
制
度
に
関
す
る
細
目
は
、
第
四
条
に
定
め
る
報
告
に
含
め
る
。 

第
一－

十
一
規
則
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
使
用 

１
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
一
節
に
規
定
す
る
性
能
の
基
準
及
び
他
の
規
定
並
び
に
関
係
す
る
証
明
書
に
係

る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
に
定
め
る
そ
の
他
の
要
件
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
全
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
訓
練 

1.1
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
能
力
の
評
価
で
あ
っ
て
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ

1.2
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れ
る
も
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Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
技
能
の
維
持
の
実
証 

1.3

第
一－

十
二
規
則
　
医
療
上
の
基
準 

１
　
各
締
約
国
は
、
こ
の
第
一－

十
二
規
則
及
び
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
っ
て
、
漁
船
員

の
身
体
適
性
の
基
準
及
び
健
康
証
明
書
の
発
給
の
た
め
の
手
続
を
定
め
る
。 

２
　
各
締
約
国
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
い
、
漁
船
員
の
身
体
適
性
の
評
価
に
つ
い
て

責
任
を
有
す
る
者
が
、
漁
船
員
の
健
康
検
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
医
師
で
あ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。 

３
　
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
証
明
書
を
受
有
す
る
乗
組
員
で
あ
っ
て
海
上
に
お
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
も

の
は
、
こ
の
第
一－

十
二
規
則
及
び
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
る
有
効
な

健
康
証
明
書
も
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４
　
健
康
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の

又
は

並
び
に

及
び

の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

4.1

4.2

4.3

4.4

　
十
六
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

4.1
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れ
る
も
の 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
技
能
の
維
持
の
実
証 

1.3

第
一－
十
二
規
則
　
医
療
上
の
基
準 

１
　
各
締
約
国
は
、
こ
の
第
一－

十
二
規
則
及
び
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
っ
て
、
漁
船
員

の
身
体
適
性
の
基
準
及
び
健
康
証
明
書
の
発
給
の
た
め
の
手
続
を
定
め
る
。 

２
　
各
締
約
国
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－
Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
い
、
漁
船
員
の
身
体
適
性
の
評
価
に
つ
い
て

責
任
を
有
す
る
者
が
、
漁
船
員
の
健
康
検
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
医
師
で
あ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。 

３
　
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
証
明
書
を
受
有
す
る
乗
組
員
で
あ
っ
て
海
上
に
お
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
も

の
は
、
こ
の
第
一－

十
二
規
則
及
び
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－
Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
一
章
第
十
二
節
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
る
有
効
な

健
康
証
明
書
も
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４
　
健
康
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の

又
は

並
び
に

及
び

の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

4.1

4.2

4.3

4.4

　
十
六
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

4.1
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十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
（
当
該
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
、
国
内
法
令
及
び
国
内
慣
行
に
従
っ
て
権
限
の
あ
る

4.2
機
関
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
。 

　
身
元
関
係
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
。 

4.3
　
締
約
国
が
定
め
る
適
用
さ
れ
る
身
体
適
性
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

4.4
５
　
健
康
証
明
書
は
、
最
長
二
年
の
期
間
有
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
十
八
歳
未
満
の
乗
組
員
の
場
合
に
は
、
有
効
期
間
は
、
最

長
一
年
と
す
る
。 

６
　
健
康
証
明
書
は
、
そ
の
有
効
期
間
が
航
海
中
に
満
了
し
た
場
合
に
は
、
締
約
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
医
師
が
い
る
次
の

寄
港
地
ま
で
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
、
三
箇
月
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

７
　
主
管
庁
は
、
緊
急
の
場
合
に
は
、
締
約
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
医
師
が
い
る
次
の
寄
港
地
ま
で
、
乗
組
員
が
、
有
効
な

健
康
証
明
書
な
し
に
労
働
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
こ
と
を
条
件
と
す
る
。 

　
許
可
の
期
間
が
三
箇
月
を
超
え
な
い
こ
と
。 

7.1
　
当
該
乗
組
員
が
有
効
期
間
が
満
了
し
た
最
近
の
健
康
証
明
書
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
。 

7.2
　
　
　
第
二
章
　
船
長
、
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
、
機
関
部
職
員
及
び
無
線
通
信
士
の
資
格
証
明 
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第
二－

一
規
則
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
の
資
格
証
明
の
た

め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
は
、
資
格
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
の

2.1
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担

当
す
る
職
員
又
は
船
長
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
当
該
海
上
航
行
業
務
を
、
千
九
百
七
十
八
年

の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
海
上
航
行
船
舶
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
と
し
て
行
っ
た
承
認
さ
れ

た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
一
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.2
３
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格
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第
二－

一
規
則
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
の
資
格
証
明
の
た

め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
は
、
資
格
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
の

2.1
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担

当
す
る
職
員
又
は
船
長
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
当
該
海
上
航
行
業
務
を
、
千
九
百
七
十
八
年

の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
海
上
航
行
船
舶
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
と
し
て
行
っ
た
承
認
さ
れ

た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
一
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.2
３
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格
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証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
一
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、

相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－
二
規
則
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直

を
担
当
す
る
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
は
、

資
格
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
　
次
の
い
ず
れ
か
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

2.2

　
承
認
さ
れ
た
訓
練
計
画
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
二
節
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
船
上
訓
練
で
あ
っ

2.2.1
て
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
一
部
と
し
て
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船

又
は
漁
業
練
習
船
に
お
い
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間 
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長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
甲
板
部
に
お
い
て
二
年
以
上
の
期
間
。
た
だ
し
、
主
管
庁
は
、
当
該
海
上
航
行

2.2.2
業
務
を
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
特
別
の
訓
練
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別
の
訓
練
の
計
画
が
、
こ

れ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
、
要
求
さ
れ
る
海
上
航
行
業
務
と
少
な
く
と
も
同
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
）

に
よ
り
、
又
は
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
承
認
さ
れ
た
記
録
簿
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
承
認

さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
、
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.3
　
無
線
通
信
規
則
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
無
線
通
信
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
適
当
な
、
第
二－

六
規
則
に
定
め
る
関

2.4
係
要
件
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格

証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、

相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－

三
規
則
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
の
資
格
証
明
の
た
め
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長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
甲
板
部
に
お
い
て
二
年
以
上
の
期
間
。
た
だ
し
、
主
管
庁
は
、
当
該
海
上
航
行

2.2.2
業
務
を
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
特
別
の
訓
練
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別
の
訓
練
の
計
画
が
、
こ

れ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
、
要
求
さ
れ
る
海
上
航
行
業
務
と
少
な
く
と
も
同
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
）

に
よ
り
、
又
は
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
承
認
さ
れ
た
記
録
簿
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
承
認

さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
、
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.3
　
無
線
通
信
規
則
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
無
線
通
信
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
適
当
な
、
第
二－

六
規
則
に
定
め
る
関

2.4
係
要
件
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格

証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－
Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、

相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－

三
規
則
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
の
資
格
証
明
の
た
め
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の
最
小
限
の
要
件 

１
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
船
長
は
、
第
二－

一
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ

れ
た
証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
少
な
く
と
も
こ
の
第
二－

三
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
る
資
格
証

明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
限
定
水
域
又
は
無
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担

2.1
当
す
る
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板

部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
又
は
船
長
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
当
該
海
上
航
行
業
務
を
、
千

九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
海
上
航
行
船
舶
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
と
し
て

行
っ
た
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
三
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.2
３
　
締
約
国
は
、
同
一
の
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
全
て
の
漁
船
及
び
稼
働
す
る
全
て
の
構
築
物
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
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に
留
意
し
た
上
、
第
一－

一
規
則
に
規
定
す
る
定
義
に
従
っ
て
自
国
が
定
め
る
限
定
水
域
を
考
慮
し
、
及
び
能
力
に
係
る
基

準
に
含
め
る
べ
き
追
加
の
事
項
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

４
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格

証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
三
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、

相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－

四
規
則
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を

担
当
す
る
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
は
、
第

二－

二
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
証
明
書
又
は
少
な
く
と
も
こ
の
第
二－

四
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
資
格

証
明
書
の
い
ず
れ
か
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
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に
留
意
し
た
上
、
第
一－

一
規
則
に
規
定
す
る
定
義
に
従
っ
て
自
国
が
定
め
る
限
定
水
域
を
考
慮
し
、
及
び
能
力
に
係
る
基

準
に
含
め
る
べ
き
追
加
の
事
項
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

４
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格

証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
三
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、

相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－

四
規
則
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を

担
当
す
る
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
お
い
て
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
は
、
第

二－

二
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
証
明
書
又
は
少
な
く
と
も
こ
の
第
二－

四
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
資
格

証
明
書
の
い
ず
れ
か
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
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次
の
い
ず
れ
か
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 
2.2

　
承
認
さ
れ
た
訓
練
計
画
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
四
節
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
船
上
訓
練
で
あ
っ

2.2.1
て
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
一
部
と
し
て
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船

又
は
漁
業
練
習
船
に
お
い
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間 

　
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
の
甲
板
部
に
お
い
て
二
年
以
上
の
期
間
。
た
だ
し
、
主
管
庁
は
、
当
該
海
上
航
行

2.2.2
業
務
を
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
特
別
の
訓
練
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別
の
訓
練
の
計
画
が
、
こ

れ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
、
要
求
さ
れ
る
海
上
航
行
業
務
と
少
な
く
と
も
同
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
）

に
よ
り
、
又
は
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
承
認
さ
れ
た
記
録
簿
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
承
認

さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
に
よ
り
、
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
四
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.3
　
無
線
通
信
規
則
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
無
線
通
信
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
適
当
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
。 

2.4
３
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
資
格

証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
四
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、
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相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－

五－

一－

一
規
則
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
機
関
長
及
び
一

等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
海
上
航
行
漁
船
の
機
関
長
及
び
一
等
機
関
士
は
、
資
格
証

明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
に
お
い
て
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員

2.1
の
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
職
員
の
職
務
区
分
に
お
い
て
、
次
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海

上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

　
一
等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
資
格
を
有
す
る
機
関
部
職
員
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間 

2.1.1
　
機
関
長
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
三
十
六
箇
月
以
上
の
期
間
。
た
だ
し
、
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
一

2.1.2
等
機
関
士
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
三
十
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相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め
に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
二－
五－

一－

一
規
則
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
機
関
長
及
び
一

等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
海
上
航
行
漁
船
の
機
関
長
及
び
一
等
機
関
士
は
、
資
格
証

明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
に
お
い
て
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員

2.1
の
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
職
員
の
職
務
区
分
に
お
い
て
、
次
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海

上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

　
一
等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
資
格
を
有
す
る
機
関
部
職
員
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間 

2.1.1
　
機
関
長
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
三
十
六
箇
月
以
上
の
期
間
。
た
だ
し
、
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
一

2.1.2
等
機
関
士
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
三
十
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六
箇
月
以
上
の
期
間
を
二
十
四
箇
月
以
上
の
期
間
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
承
認
さ
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
五－

一－

一
節
に
定
め
る
能

2.2
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

第
二－
五－
一－

二
規
則
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備

え
た
漁
船
の
機
関
長
及
び
一
等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
海
上
航
行
漁
船
の
機
関
長
及

び
一
等
機
関
士
は
、
資
格
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
に
お
い
て
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員

2.1
の
資
格
証
明
の
た
め
の
要
件
及
び
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。 

　
一
等
機
関
士
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
機
関
士
補
又
は
機
関
部
職
員
と
し
て
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た

2.1.1
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

　
機
関
長
の
資
格
証
明
の
場
合
に
は
、
二
十
四
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

2.1.2
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こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
等
機
関
士
と
し
て
業
務
を
行
う
資
格
を

有
し
、
か
つ
、
機
関
部
職
員
と
し
て
業
務
を
行
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
承
認
さ
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
五－

一－

二
節
に
定
め
る
能

2.2
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
一
等
機
関
士
と
し
て
業
務
を
行
う
資
格
を
有
す
る

機
関
部
職
員
は
、
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
機
関
長
と
し
て
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
旨
が
証
明
書
に
裏
書
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二－

五－

二
規
則
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
に
お
い
て
人
員
の

配
置
が
さ
れ
る
機
関
区
域
の
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
又
は
定
期
的
に
無
人
の
状
態

に
置
か
れ
る
機
関
区
域
の
当
番
に
指
名
さ
れ
る
機
関
部
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限

の
要
件 

１
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
海
上
航
行
漁
船
に
お
い
て
、
人
員
の
配
置
が
さ
れ
る

機
関
区
域
の
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
又
は
定
期
的
に
無
人
の
状
態
に
置
か
れ
る
機
関
区
域
の
当
番
に
指
名
さ
れ
る
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こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
等
機
関
士
と
し
て
業
務
を
行
う
資
格
を

有
し
、
か
つ
、
機
関
部
職
員
と
し
て
業
務
を
行
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
承
認
さ
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
五－

一－

二
節
に
定
め
る
能

2.2
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
一
等
機
関
士
と
し
て
業
務
を
行
う
資
格
を
有
す
る

機
関
部
職
員
は
、
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
の
機
関
長
と
し
て
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
旨
が
証
明
書
に
裏
書
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二－

五－

二
規
則
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
漁
船
に
お
い
て
人
員
の

配
置
が
さ
れ
る
機
関
区
域
の
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
又
は
定
期
的
に
無
人
の
状
態

に
置
か
れ
る
機
関
区
域
の
当
番
に
指
名
さ
れ
る
機
関
部
職
員
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限

の
要
件 

１
　
七
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
推
進
出
力
の
主
推
進
機
関
を
備
え
た
海
上
航
行
漁
船
に
お
い
て
、
人
員
の
配
置
が
さ
れ
る

機
関
区
域
の
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
又
は
定
期
的
に
無
人
の
状
態
に
置
か
れ
る
機
関
区
域
の
当
番
に
指
名
さ
れ
る
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機
関
部
職
員
は
、
資
格
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
　
資
格
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の

及
び

並
び
に

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば

2.1

2.5

2.2

2.4

な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
　
工
作
技
能
訓
練
と
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
と
を
合
わ
せ
て
十
二
箇
月
の
期
間
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ

2.2
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
計
画
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二

章
第
五－

二
節
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
船
上
訓
練
で
あ
っ
て
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
一
部
と
し
て
、
漁
船
又
は
漁
業
練
習
船
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
工
作
技
能
訓
練
と
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
と
を
合
わ
せ
て
十
二
箇
月
の
期
間
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ

2.3
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
計
画
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二

章
第
五－

二
節
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
船
上
訓
練
で
あ
っ
て
、
承
認
さ
れ
た
訓
練
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
一
部
と
し
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
運
航
す
る
船
舶
又
は
練
習
船
に
お
い
て
行
っ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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機
関
室
に
お
い
て
、
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当

2.4
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
主
管
庁
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
海
上
航
行
業
務
を

工
作
技
能
訓
練
等
の
特
別
の
訓
練
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別

の
訓
練
の
計
画
が
、
こ
れ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
、
要
求
さ
れ
る
海
上
航
行
業
務
と
同
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す

る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
五－

二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.5
３
　
締
約
国
は
、
推
進
機
関
の
出
力
及
び
同
一
の
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
全
て
の
漁
船
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
留
意

し
た
上
、
限
定
水
域
に
お
け
る
航
海
に
従
事
す
る
漁
船
の
機
関
部
職
員
に
対
す
る
能
力
に
係
る
基
準
の
要
件
及
び
海
上
航
行

業
務
の
要
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
　
必
要
な
理
論
的
知
識
及
び
実
際
の
経
験
を
与
え
る
た
め
の
訓
練
は
、
関
連
の
あ
る
国
際
的
な
規
則
及
び
勧
告
を
考
慮
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二－

六
規
則
　
漁
船
に
お
け
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

注
釈 
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機
関
室
に
お
い
て
、
十
二
箇
月
以
上
の
期
間
承
認
さ
れ
た
海
上
航
行
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当

2.4
該
期
間
の
う
ち
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
主
管
庁
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
海
上
航
行
業
務
を

工
作
技
能
訓
練
等
の
特
別
の
訓
練
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別

の
訓
練
の
計
画
が
、
こ
れ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
、
要
求
さ
れ
る
海
上
航
行
業
務
と
同
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す

る
。 

　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
五－

二
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

2.5
３
　
締
約
国
は
、
推
進
機
関
の
出
力
及
び
同
一
の
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
全
て
の
漁
船
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
留
意

し
た
上
、
限
定
水
域
に
お
け
る
航
海
に
従
事
す
る
漁
船
の
機
関
部
職
員
に
対
す
る
能
力
に
係
る
基
準
の
要
件
及
び
海
上
航
行

業
務
の
要
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
　
必
要
な
理
論
的
知
識
及
び
実
際
の
経
験
を
与
え
る
た
め
の
訓
練
は
、
関
連
の
あ
る
国
際
的
な
規
則
及
び
勧
告
を
考
慮
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二－

六
規
則
　
漁
船
に
お
け
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

注
釈 
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無
線
部
の
当
直
に
関
し
て
は
、
無
線
通
信
規
則
及
び
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
に
遵
守
す
べ
き
規
定
が
あ
る
。
無

線
設
備
の
保
守
に
関
し
て
は
、
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
に
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
無
線
通
信
規
則
に

お
い
て
義
務
的
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
、
同
協
定
に
お
い
て

義
務
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。 

適
用 

１
　
こ
の
第
二－

六
規
則
の
規
定
は
、
２
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
国
際
条
約
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
海
上
に
お

け
る
遭
難
及
び
安
全
に
関
す
る
世
界
的
な
制
度
（
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）
の
下
で
運
航
す
る
漁
船
の
無
線
通
信
士
に
つ
い
て
適
用
す

る
。 

２
　
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
漁
船
の
無
線
通
信
士
は
、
こ
の
第
二－

六
規
則
の
規
定
に
従
う
こ
と

を
要
し
な
い
が
、
無
線
通
信
規
則
に
従
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
主
管
庁
は
、
当
該
無
線
通
信
士
に
つ
い
て
、
無
線
通
信
規

則
に
定
め
る
適
当
な
証
明
書
が
発
給
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。 

Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
の
資
格
証
明
の
た
め
の
最
小
限
の
要
件 

１
　
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
の
下
で
運
航
す
る
漁
船
に
お
い
て
無
線
通
信
の
任
務
を
担
当
し
、
又
は
遂
行
す
る
者
は
、
無
線
通
信
規
則
の
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定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
主
管
庁
が
発
給
し
、
又
は
承
認
す
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
に
係
る
適
当
な
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２
　
さ
ら
に
、
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
に
、
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書

又
は
同
協
定
に
よ
り
無
線
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
漁
船
に
お
け
る
業
務
に
関
す
る
資
格
証
明
書
で
あ
っ
て
、

こ
の
第
二－

六
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
　
承
認
さ
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
六
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る

2.2
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
さ
れ
る
全
て
の
種
類
の
証
明
書
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
旨
が
裏
書
さ
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
知
識
、
理
解
及
び
技
能
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
六
節
に

定
め
る
。
締
約
国
は
、
知
識
及
び
訓
練
の
適
当
な
水
準
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ｂ
部
第
二
章
第
六

節
の
関
連
す
る
勧
告
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
。 

第
二－

七
規
則
　
船
長
及
び
職
員
の
証
明
書
の
更
新 
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定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
主
管
庁
が
発
給
し
、
又
は
承
認
す
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
に
係
る
適
当
な
証
明
書
を
受
有
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２
　
さ
ら
に
、
二
千
十
二
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
協
定
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
に
、
千
九
百
九
十
三
年
の
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
議
定
書

又
は
同
協
定
に
よ
り
無
線
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
漁
船
に
お
け
る
業
務
に
関
す
る
資
格
証
明
書
で
あ
っ
て
、

こ
の
第
二－

六
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

2.1
　
承
認
さ
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
六
節
に
定
め
る
能
力
に
係
る

2.2
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

３
　
無
線
通
信
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
発
給
さ
れ
る
全
て
の
種
類
の
証
明
書
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
旨
が
裏
書
さ
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
知
識
、
理
解
及
び
技
能
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
六
節
に

定
め
る
。
締
約
国
は
、
知
識
及
び
訓
練
の
適
当
な
水
準
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ｂ
部
第
二
章
第
六

節
の
関
連
す
る
勧
告
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
。 

第
二－

七
規
則
　
船
長
及
び
職
員
の
証
明
書
の
更
新 
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１
　
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
た
証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
船
長
及
び
職
員
で
あ
っ
て
、
海
上
に
お

い
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
も
の
及
び
海
上
に
お
け
る
業
務
に
復
帰
す
る
意
思
を
有
す
る
も
の
は
、
海
上
航
行
業
務
に
対
す
る

適
性
を
維
持
す
る
た
め
、
五
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
の
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

　
第
一－

十
二
規
則
に
規
定
す
る
身
体
適
性
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

1.1
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
七
節
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
的
能
力
の
維
持
を
確
立
す
る
こ
と
。 

1.2
２
　
各
締
約
国
は
、
二
千
三
十
一
年
一
月
一
日
前
に
発
給
さ
れ
る
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
に
要
求
し
た
能
力
に
係
る
基
準

を
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
に
規
定
す
る
適
当
な
証
明
書
の
た
め
の
能
力
に
係
る
基
準
と
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
明
書

の
受
有
者
に
対
し
、
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最
新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
適
当
な
訓
練
又
は
評
価
を
受
け
る
よ
う
要
求
す

る
必
要
性
を
判
断
す
る
。 

３
　
締
約
国
は
、
関
係
者
と
協
議
の
上
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－
Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
七
節
に
規
定
す
る
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最

新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
課
程
を
制
度
化
し
、
又
は
そ
の
制
度
化
を
促
進
す
る
。 

４
　
各
主
管
庁
は
、
船
長
及
び
職
員
が
最
新
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
が
海
上
に
お
け
る
人
命
の

安
全
及
び
海
洋
環
境
の
保
護
に
関
す
る
国
内
法
令
及
び
国
際
規
則
の
最
新
の
改
正
文
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
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す
る
。 

第
二－

八
規
則
　
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
の
証
明
書
の
更
新 

１
　
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
た
証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
で
あ
っ
て
、

海
上
に
お
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
も
の
及
び
海
上
に
お
け
る
業
務
に
復
帰
す
る
意
思
を
有
す
る
も
の
は
、
海
上
航
行
業
務

に
対
す
る
適
性
を
維
持
す
る
た
め
、
五
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
の
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

　
第
一－

十
二
規
則
に
規
定
す
る
身
体
適
性
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

1.1
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
八
節
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
的
能
力
の
維
持
を
確
立
す
る
こ
と
。 

1.2
２
　
各
締
約
国
は
、
二
千
三
十
一
年
一
月
一
日
前
に
発
給
さ
れ
る
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
に
要
求
し
た
能
力
に
係
る
基
準

を
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
に
規
定
す
る
適
当
な
証
明
書
の
た
め
の
能
力
に
係
る
基
準
と
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
明
書

の
受
有
者
に
対
し
、
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最
新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
適
当
な
訓
練
又
は
評
価
を
受
け
る
よ
う
要
求
す

る
必
要
性
を
判
断
す
る
。 

３
　
締
約
国
は
、
関
係
者
と
協
議
の
上
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
八
節
に
規
定
す
る
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最

新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
課
程
を
制
度
化
し
、
又
は
そ
の
制
度
化
を
促
進
す
る
。 
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す
る
。 

第
二－

八
規
則
　
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
の
証
明
書
の
更
新 

１
　
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
発
給
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
た
証
明
書
を
受
有
し
て
い
る
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
で
あ
っ
て
、

海
上
に
お
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
も
の
及
び
海
上
に
お
け
る
業
務
に
復
帰
す
る
意
思
を
有
す
る
も
の
は
、
海
上
航
行
業
務

に
対
す
る
適
性
を
維
持
す
る
た
め
、
五
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
の
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

　
第
一－

十
二
規
則
に
規
定
す
る
身
体
適
性
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

1.1
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
八
節
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
的
能
力
の
維
持
を
確
立
す
る
こ
と
。 

1.2
２
　
各
締
約
国
は
、
二
千
三
十
一
年
一
月
一
日
前
に
発
給
さ
れ
る
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
に
要
求
し
た
能
力
に
係
る
基
準

を
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
に
規
定
す
る
適
当
な
証
明
書
の
た
め
の
能
力
に
係
る
基
準
と
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
明
書

の
受
有
者
に
対
し
、
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最
新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
適
当
な
訓
練
又
は
評
価
を
受
け
る
よ
う
要
求
す

る
必
要
性
を
判
断
す
る
。 

３
　
締
約
国
は
、
関
係
者
と
協
議
の
上
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
二
章
第
八
節
に
規
定
す
る
再
教
育
の
た
め
の
及
び
最

新
の
知
識
の
習
得
の
た
め
の
課
程
を
制
度
化
し
、
又
は
そ
の
制
度
化
を
促
進
す
る
。 
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４
　
各
主
管
庁
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
無
線
通
信
士
が
最
新
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
が
無
線
通
信
及

び
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
に
関
す
る
国
内
法
令
及
び
国
際
規
則
の
最
新
の
改
正
文
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。 

　
　
　
第
三
章
　
全
て
の
漁
船
員
に
対
す
る
基
本
的
な
訓
練
及
び
船
上
の
安
全
に
つ
い
て
精
通
す
る
た
め
の
訓
練 

第
三－

一
規
則
　
全
て
の
漁
船
員
に
対
す
る
基
本
的
な
訓
練
及
び
船
上
の
安
全
に
つ
い
て
精
通
す
る
た
め
の
訓
練
に

関
す
る
最
小
限
の
要
件 

１
　
漁
船
員
は
、
船
内
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
任
務
を
割
り
当
て
ら
れ
る
前
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
三
章
第
一
節

の
規
定
に
従
っ
て
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
主
管
庁
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
基
本
的
な
訓
練
及
び
船
上
の
安
全
に
つ
い
て
精
通
す
る
た
め
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
。 

1.1
　
適
当
な
能
力
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

1.2
２
　
証
明
書
が
発
給
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
資
格
に
基
本
的
な
訓
練
が
含
ま
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
証
明
書
の
受
有
者
が
基

本
的
な
訓
練
の
課
程
を
良
好
に
修
了
し
た
こ
と
を
示
す
技
能
証
明
書
が
発
給
さ
れ
る
。 

３
　
証
明
書
を
得
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
た
有
効
な
技
能
証
明
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書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
三
章
第
一
節
の
表
Ａ－

三－

一－

一
か
ら
表
Ａ－
三－

一－

四
ま
で
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、
相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め

に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

　
　
　
第
四
章
　
当
直 

第
四－

一
規
則
　
任
務
へ
の
適
合 

当
直
体
制
は
、
当
直
を
担
当
す
る
乗
組
員
の
能
力
が
疲
労
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
直
体
制
は
、
航
海
を
開
始
す
る
際
の
最
初
の
当
直
を
担
当
す
る
者
及
び
そ
の
後
に
当
直
を
担
当
す
る
者
が
十
分
な

休
養
を
と
っ
て
お
り
、
及
び
そ
の
任
務
の
遂
行
に
適
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
よ
う
に
編
成
す
る
。 

第
四－

二
規
則
　
漁
船
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
基
本
的
な
当
直
の
原
則 

１
　
主
管
庁
は
、
安
全
な
当
直
が
常
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
遵
守
す
べ
き
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る

要
件
、
原
則
及
び
指
針
に
つ
き
、
漁
船
の
所
有
者
及
び
運
航
者
、
船
長
、
機
関
長
並
び
に
全
て
の
当
直
を
担
当
す
る
乗
組
員

の
注
意
を
喚
起
す
る
。 

２
　
全
て
の
漁
船
の
船
長
は
、
そ
の
時
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
当
直
体
制
が
安
全
な
当
直
の
維
持
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
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書
を
受
有
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
Ａ
部
第
三
章
第
一
節
の
表
Ａ－

三－

一－

一
か
ら
表
Ａ－

三－

一－
四
ま
で
に
定
め
る
能
力
に
係
る
基
準
で
あ
っ
て
、
相
当
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
の
証
明
書
の
発
給
の
た
め

に
同
等
以
上
の
水
準
が
要
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

　
　
　
第
四
章
　
当
直 

第
四－

一
規
則
　
任
務
へ
の
適
合 

当
直
体
制
は
、
当
直
を
担
当
す
る
乗
組
員
の
能
力
が
疲
労
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
直
体
制
は
、
航
海
を
開
始
す
る
際
の
最
初
の
当
直
を
担
当
す
る
者
及
び
そ
の
後
に
当
直
を
担
当
す
る
者
が
十
分
な

休
養
を
と
っ
て
お
り
、
及
び
そ
の
任
務
の
遂
行
に
適
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
よ
う
に
編
成
す
る
。 

第
四－

二
規
則
　
漁
船
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
基
本
的
な
当
直
の
原
則 

１
　
主
管
庁
は
、
安
全
な
当
直
が
常
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
遵
守
す
べ
き
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る

要
件
、
原
則
及
び
指
針
に
つ
き
、
漁
船
の
所
有
者
及
び
運
航
者
、
船
長
、
機
関
長
並
び
に
全
て
の
当
直
を
担
当
す
る
乗
組
員

の
注
意
を
喚
起
す
る
。 

２
　
全
て
の
漁
船
の
船
長
は
、
そ
の
時
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
当
直
体
制
が
安
全
な
当
直
の
維
持
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
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及
び
船
長
の
全
般
的
な
指
揮
の
下
に
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
。 

　
甲
板
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
が
、
任
務
の
遂
行
中
、
漁
船
を
安
全
に
航
行
さ
せ
る
責
任
を
有
し
、
か
つ
、
い
か
な

2.1
る
時
に
も
船
橋
又
は
海
図
室
若
し
く
は
船
橋
制
御
室
の
よ
う
な
任
務
に
直
接
関
連
す
る
場
所
を
離
れ
な
い
こ
と
。 

　
無
線
通
信
士
が
、
任
務
の
遂
行
中
、
適
当
な
周
波
数
で
継
続
的
な
無
線
部
の
当
直
を
維
持
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
。 

2.2
　
機
関
部
の
当
直
を
担
当
す
る
職
員
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
機
関
長
の
指
揮
の
下

2.3
に
、
警
報
が
あ
り
次
第
機
関
区
域
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
も
の
と
し
、
要
求
さ
れ
る
と
き
は
、
当
直
の

責
任
を
有
し
て
い
る
期
間
、
機
関
区
域
を
離
れ
な
い
こ
と
。 

　
漁
船
の
安
全
の
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
当
直
が
常
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
。 

2.4
３
　
い
か
な
る
漁
船
も
、
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ－

Ｆ
コ
ー
ド
に
定
め
る
基
本
的
な
当
直
の
原
則
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
締
約
国
は
、
限
定
水
域
に
お
い
て
運
航
す
る
極
め
て
小
さ
い
漁
船
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
原
則
の
完
全
な
遵
守

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 


